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CA Technologies 製品リファレンス 

このマニュアルが参照している CA Technologies の製品は以下のとおりで

す。 

■ CA Spectrum®（CA Spectrum） 

■ CA Spectrum® Report Manager （Report Manager） 

■ CA Spectrum® IP Routing Manager 

■ CA Spectrum® SPM （Service Performance Manager） 

■ CA Spectrum® NCM （Network Configuration Manager） 

■ CABI （CA Business Intelligence） 
 

CAへの連絡先 

テクニカル サポートの詳細については、弊社テクニカル サポートの Web 

サイト（http://www.ca.com/jp/support/）をご覧ください。 
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第 1 章： CA Spectrum レポートについて 
 

このセクションには、以下のトピックが含まれています。 

概要 (P. 7) 

レポート タイプ (P. 10) 
 

概要 

CA Spectrum レポートは、CA Spectrum で管理しているネットワーク アセッ

トのインベントリ、可用性、変更、パフォーマンス、および障害履歴の分

析を提供します。 レポートは、企業全体で共有できます。 CA Spectrum レ

ポートでは、必要なデータがコンパイルされ、指定した形式で提示されま

す。 

CA Spectrum レポート データ サーバは、CA Spectrum ナレッジ ベースから

データを抽出し、そのデータをレポート データベースに格納します。 企

業に関連するネットワーク アセットのさまざまな局面について、情報を

提供するレポートを生成できます。 CA Spectrum レポートでは、IT 部門だ

けでなく、企業のその他の部門が必要とする情報も考慮できます。 
 

CA Spectrum レポートにより、IT アセットに関して詳細に基づく決定を行

い、以下の情報を提供できます。 

■ 最も問題の多いアセット 

■ 頻繁に発生しているイベントとアラーム 
 

■ ネットワークに配置されている特定ベンダーのルータまたは他のゲー

トウェイ デバイスの数量 
 

■ オフラインの頻度が最高のデバイスと最低のデバイス 

■ 変更されたアセットと削除されたアセット 
 



概要 
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レポートのカスタマイズ 

CA Spectrum レポートでは、レポートに含めるコンテンツのタイプをカス

タマイズして、指定できます。 データを整理し、テキストとグラフィッ

クを使用して表示する方法を指定できます。 カスタマイズ機能には、以

下のオプションがあります。 

■ アセット情報の詳細バージョンまたはサマリ バージョン。 詳細情報に

は、デバイス、ポート、ベンダーなどのレポート項目のサブ ビューが

含まれます。 

■ アセット タイプ、ランドスケープ、ベンダー、またはグローバル コレ

クション別に整理した情報 
 

■ 履歴期間 - 前日、先週、先月、前年、特定の日付範囲、または営業時

間のアセット情報 
 

■ レポート レイアウト - タイトル、サブタイトル、ヘッダとフッタのテ

キスト、およびソート順序 
 

■ 表とグラフ 

■ 独自のアドホック レポート 

詳細については、「アドホック レポートの生成 (P. 27)」を参照してく

ださい。 
 

レポート スケジュール 

CA Spectrum レポートでは、1 回限りまたは定期的に、レポートの設定、保

存、およびスケジュールを実行できます。 レポートをスケジュールする

と、CA Spectrum レポート機能により、指定した時間に自動的にレポート

が生成され、結果が保存されます。 他のユーザ用のレポートをスケジュー

ルしたり、任意の数の受信者に対して電子メール レポートを設定したり

することもできます。 
 



概要 
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オンデマンド レポート 

レポートを対話形式またはオンデマンドで実行すると、必要な最新情報を

柔軟に生成できます。 オンデマンド レポート機能を使用すると、次のこ

とを実行できます。 

■ さまざまなレポート タイプや設定を試行できます。 テストを実行して、

スケジュールしたいレポートを選択できます。 

■ さまざまな間隔や設定でレポートを生成することにより、IT インフラ

ストラクチャで発生している重要な問題または傾向を調査できます。 
 

アドホック レポート 

CA Spectrum アドホック レポート機能により、独自のレポートを定義でき

ます。 CA Spectrum アドホック レポートでは、オブジェクトをドラッグ ア

ンド ドロップして、環境に固有のレポートを構築できます。 アドホック

環境で使用できるデータ オブジェクトは、広範囲のカスタム レポート要

件をサポートする CA Spectrum 属性の重要なサブセットです。 
 

CA Spectrum アドホック レポートでは、レポートのあらゆる局面を定義で

きます。 WEBI 機能を使用して、データ オブジェクト、パラメータ、およ

びレイアウトを選択できます。 

詳細については、「アドホック レポートの生成 (P. 27)」を参照してくださ

い。 
 

レポートの発行 

CA Spectrum レポートでは、発行、プレゼンテーション、企業の記録要件

に対応できるように、レポートを以下の形式で印刷および保存できます。 

■ Microsoft® Excel® 

■ Microsoft® Word® 

■ PDF 

■ RTF 

■ XML 

■ Crystal Reports® （RPT） 

■ CSV （カンマ区切り） 
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レポート タイプ 

企業内のさまざまな情報要件に適応できるように、各種のレポートを生成

できます。 CA Spectrum レポートは、レポート パックにグループ化されま

す。 各レポート パックには、ネットワーク アセットに関する特定タイプ

の情報を提供する、事前定義済みレポートが含まれています。 

標準レポート パックには、以下のタイプのレポートが含まれています。 

■ アラーム 

アラーム レポートでは、IT インフラストラクチャ内のアセットのア

ラーム イベントに関する履歴情報が生成されます。 アラーム レポー

トにより、ネットワークのヘルスを評価し、アラームの傾向を識別し、

再発したり定期的に発生したりしている問題を検索し、アラームが発

生したアセットを特定できます。 
 

■ アセット 

アセット レポートでは、アセット ポートの可用性やアセット ファー

ムウェアのバージョンなど、IT インフラストラクチャ内のアセット イ

ンベントリに関する情報が生成されます。 アセット レポートを使用し

て、ベンダー製品がインフラストラクチャ全体にどのように配置され

ているかを判別できます。 製品が効率的に使用されているかどうかを

評価し、改善の可能性を見つけることができます。 
 

■ 可用性 

可用性レポートには、IT インフラストラクチャ内のアセットの稼働時

間およびダウンタイムに関する履歴情報が提供されます。 「予測され

る可用性」レポートでは、しきい値または SLA に違反する前にアセッ

トに許容されるダウンタイムを判別できます。 

注： 計画された停止、または休日に発生する停止に関する除外情報に

ついては、CA Spectrum レポートの管理者に問い合わせてください。 
 

■ イベント 

イベント レポートには、CA Spectrum モデルに対して生成された CA 

Spectrum イベントに関する情報が提供されます。 すべてのモデルまた

は選択したモデルについて、イベント レポートを生成できます。 また、

特定の期間中に最も頻繁に発生したイベントのランク付けリストを含

むレポートを生成することもできます。 イベント フィルタリング オ

プションにより、すべてのイベント レポートにおいて含めるか除外す

るイベントのコードを指定できます。 
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アップグレード レポートには、以下のレポートが含まれています。 

■ レガシー レポート 

レガシー レポートは、アップグレード中に旧バージョンの CA 

Spectrum レポートから移行される、スケジュールされたレポートです。 
 

また、CA Spectrum レポートでは、以下のオプションのレポート パックが

サポートされます。 

■ ネットワーク設定管理（NCM） 

ネットワーク設定管理（NCM）レポートには、NCM によって記録され

たネットワーク設定アクティビティに関する情報が提供されます。 詳

細については、「CA Spectrum Network Configuration Manager ユーザ ガ

イド」を参照してください。 

注： NCM レポートを有効にするには、OneClick と一緒に NCM がインス

トールされている必要があります。 
 

■ レスポンス時間 

レスポンス時間レポートには、CA Spectrum Service Performance 

Manager がコンパイルしたレスポンス時間テストの結果と分析に関す

る情報が提供されます。 レスポンス時間レポート パックには、レスポ

ンス時間の問題がエンド ユーザに影響する前に、これらの問題をトラ

ブルシューティングできるように、トレンドと例外のレポートが含ま

れています。 これらのレポートには、レスポンス時間における過去の

パフォーマンスとトレンドがグラフ表示されます。 例外レポートまた

はトップ N レポートには、事前対策によって重大な問題を回避できる

領域の詳細情報が提供されます。 詳細については、「CA Spectrum 

Service Performance Manager ユーザ ガイド」を参照してください。 

注： レスポンス時間レポートを有効にするには、OneClick と一緒に CA 

Spectrum Service Performance Manager がインストールされている必要

があります。 
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■ サービスと SLA 

「サービスと SLA」レポートには、サービスおよびサービス レベル ア

グリーメント（SLA）に関するサマリおよび履歴情報が提供されます。 

このレポートの焦点は、CA Spectrum Service Manager によって作成およ

び管理されるサービス カスタマ モデルです。 「サービスと SLA」レポー

トにより、サービス アセットを追跡し、サービスのヘルスを測定し、

結果を分析することによって、サービス パフォーマンスを改善する方

法を判別できます。 

注： 「サービスと SLA」レポートを有効にするには、OneClick と一緒に 

Service Manager がインストールされている必要があります。 
 

■ VPLS （Virtual Private LAN Service）レポート（OneClick と一緒に CA 

Spectrum VPLS Manager アプリケーションがインストールされている

場合にのみ使用可能） 

CA Spectrum VPLS Manager は、VPLS 技術を展開しているサービス プロ

バイダを対象とした CA Spectrum アドオン管理アプリケーションです。 

CA Spectrum レポートに CA Spectrum VPLS Manager を統合することに

よって、VPLS 環境のヘルスを監視するためのレポートを表示できます。 

詳細については、「CA Spectrum VPLS Manager ガイド」を参照してくだ

さい。 
 
 

詳細 

レポートの使用方法 (P. 17) 
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第 2 章： CA Business Intelligence について 
 

このセクションには、以下のトピックが含まれています。 

CABI （CA Business Intelligence）の概要 (P. 13) 

BOXI （BusinessObjects Enterprise XI）の概要 (P. 13) 

InfoView の概要 (P. 14) 
 

CABI （CA Business Intelligence）の概要 

CA Spectrum レポートは、CA Business Intelligence （CABI）を使用してレポー

トを表示します。 

CABI は、情報を提示し、ビジネス上の意思決定をサポートするために、CA 

Spectrum および他の CA 製品が使用する、レポート分析ソフトウェア パッ

ケージです。 CA Spectrum は CABI を使用して、効果的な企業 IT 管理に必

要な情報をレポートにより統合し、分析し、かつ示します。 
 

CABI は、SAP BusinessObjects Enterprise XI と、情報の管理、レポート、クエ

リ、および分析のためのツール セットで構成されています。 

CABI の SAP BOXI （BusinessObjects Enterprise XI）は、スタンドアロン コン

ポーネントとしてインストールされます。 独立してインストールされる

ので、Business Intelligence サービスを他の CA 製品と共有できます。 CABI の

インストールは、全般的な CA 製品のインストール プロセスの一部として

個別に実行します。 

詳細については、「CA Business Intelligence 実装ガイド」および「CA Business 

Intelligence リリース ノート」を参照してください。 
 

BOXI （BusinessObjects Enterprise XI）の概要 

BOXI （BusinessObjects Enterprise XI） は、CA Business Intelligence によりパッ

ケージ化されて提供されます。 BOXI は、IT インフラストラクチャに統合

できる、柔軟性、拡張性、および信頼性を備えたビジネス インテリジェ

ンス レポート システムです。 
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CA Spectrum は、BusinessObjects Enterprise 技術を使用して、レポート、ク

エリ、分析などの広範囲のビジネス インテリジェンス機能セットを使用

します。 CA Spectrum は、BusinessObjects Enterprise が提供する以下のレ

ポート技術を使用します。 

■ Crystal Reports® - 共通レポート フレームワークにより、CA 製品は 

BusinessObjects Enterprise Crystal Reports Viewer を使用してレポートを

配信できます。 Crystal Reports フレームワークからのレポートには、

Crystal Reports のアイコンが付けられます。 

■ WEBI （BusinessObjects Web Intelligence®） - データ アクセス、調査、

および対話を簡単に実行できる簡易クエリ分析ツールです。 WEBI の

ドラッグ アンド ドロップ インターフェースにより、独自のレポート

を構築できます。 WEBI インターフェースからのレポートには、WEBI ア

イコンが付いています。 
 

InfoView の概要 

BusinessObjects Enterprise InfoView （InfoView）は、以下の機能でレポート

を管理できる Web ベース インターフェースです。 

■ 参照および検索機能 

■ コンテンツ アクセス（作成、編集、および表示） 

■ コンテンツのスケジューリングおよび発行 
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InfoView の機能は、単純な Web アプリケーションというより、Windows ア

プリケーションに似ています。 InfoView のツールバーは動的に変更され、

実行する機能と一致するコンテキスト メニューにより、アクションが提

供されます。 レポート構造には一貫性があり、セキュリティと許可が提

供されます。 

また、InfoView では、WEBI （Web Intelligence）デザイナにアクセスできま

す。 WEBI デザイナでは、単純なドラッグ アンド ドロップ インターフェー

スにより、カスタマイズしたレポートを作成できます。 効率的なフィル

タリング オプションによるカスタム データ オブジェクト選択により、環

境にあわせたレポート機能を使用できます。 ［基本設定］を使用して、

InfoView スタート ページをパーソナライズし、表示オプションを指定し、

他のタスクを実行できます。 

［基本設定］を使用して、InfoView スタート ページをパーソナライズし、

表示オプションを指定し、他のタスクを実行できます。 詳細については、

「CA Business Intelligence 実装ガイド」を参照してください。 
 

InfoView で実行できること 

CA Spectrum r9.2 より前の CA Spectrum レポートでは、独自仕様のカスタム 

ユーザ インターフェースのフォルダ構成を使用していました。 

現在は、CA BusinessObjects Enterprise XI InfoView を使用して、CA Spectrum 

レポート機能を実行できます。 InfoView の主要な利点は、レポート機能を

備えたほとんどの CA 製品が、一貫した方法で提示されることです。 

InfoView により、CA 製品は、共通リポジトリに格納されるレポート コン

テンツを使用します。 共通の InfoView インターフェースによって、CA レ

ポートは同じ方法で実行され、スケジュールされます。 
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第 3 章： レポートの使用方法 
 

このセクションには、以下のトピックが含まれています。 

InfoView を使用したレポートの生成 (P. 17) 

レポートのスケジュール (P. 23) 
 

InfoView を使用したレポートの生成 

レポートを生成して管理するには、OneClick ホーム ページから InfoView に

アクセスします。 
 

OneClick 管理者に、次の情報を確認します。 

■ サポート対象の Web ブラウザ 
 

■ InfoView にアクセスするための BOXI ログイン認証情報 
 

次の手順に従ってください： 

1. OneClick にログインします。 
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2. OneClick コンソールの［InfoView］タブをクリックします。 

［CA BusinessObjects InfoView］ウィンドウが表示されます。 

注： Web ブラウザから直接 InfoView を開いて、CA Spectrum レポートに

アクセスすることもできます。 通常の URL フォーマットは以下のとお

りです。 

http://<hostname>/InfoViewApp 

3. ［ドキュメント リスト］フォルダをクリックします。 

［ドキュメント リスト］フォルダでは、CA Spectrum レポートを含む

すべての InfoView レポートを表示できます。 

4. ［パブリック］フォルダ、［CA レポート］の順に選択します。 

注： ［基本設定］セクションで、［CA レポート］フォルダを InfoView ス

タート ページとして設定できます。 詳細については、「CA Business 

Intelligence 実装ガイド」を参照してください。 

5. ［CA Spectrum レポート］を選択します。 

アクセス権限が付与されているレポート パックにアクセスできます。 

レポート パックにアクセスできない場合は、管理者に問い合わせてく

ださい。 

6. 選択したレポートに対してパラメータ値を指定します。  

次の図に、［ベンダーおよびタイプ別の可用性: すべてのデバイス］レ

ポートのパラメータ設定を示します。 
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7. ［レポートの表示］をクリックします。 

レポートが表示されます。 

8. レポートをエクスポート/保存するには、［エクスポート］アイコンを

クリックして、保存するレポートのタイプを選択します。 

レポートが保存されます。 
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レポート パラメータの概要 

CA Spectrum レポートを生成する際に、［パラメータ］ダイアログにより、

レポートに適用できるパラメータを指定できます。 

すべてのレポートに、カスタマイズできるレポート タイトルとサブタイ

トルが含まれています。 日付範囲パラメータを使用すると、アセットの

可用性および関連する変更と問題についての履歴情報を提供するレポー

トを生成できます。 
 

また、レポートには情報をグラフまたはテーブル形式で表示するパラメー

タが含まれています。 
 

ユーザ名とパスワード: 

OneClick ユーザは、自動的に BOXI に追加されます。 デフォルトの BOXI パ

スワードは、username です。 初回ログイン時に、デフォルトのパスワー

ドを変更してください。 

デフォルトの BOXI パスワードが設定されている場合は、パスワードのリ

セットについて Report Manager 管理者に問い合わせてください。 詳細に

ついては、「CA Spectrum Report Manager インストールおよび管理ガイド」

を参照してください。 

管理者は、CMC （Central Management Console）を使用して、ユーザを直

接 BOXI に追加できます。 CMC は、ユーザ、コンテンツ、サーバの管理な

ど、管理タスクを実行するための単一インターフェースの Web ベース 

ツールです。 CMC により、BusinessObjects Enterprise コンテンツのセキュ

リティ レベルを発行、整理、および設定できます。 詳細については、「CA 

Business Intelligence 統合ガイド」を参照してください。 
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安全な環境でのレポートの生成 

CA Spectrum Report Manager では、レポートの生成をアクセス権限のある

モデルだけに制限するために、モデル ベースのセキュリティが導入され

ています。 CA Spectrum レポートでは、OneClick で確立されたモデル ベー

スのセキュリティの実装がサポートされます。 

OneClick ユーザとして存在する CA Spectrum レポート ユーザの場合、ユー

ザ アクセスの解決に、以下のコンポーネントが含まれます。 

■ ユーザ セキュリティ コミュニティ 

■ ランドスケープ メンバシップ 

■ モデル ランドスケープによる CA Spectrum レポートのデータ表示許可 

■ モデルのアクセス可否を判別するセキュリティ文字列 

次の図に、新しいアクセス解決プロセスを示します。 

 

注： 対応する OneClick アカウントを持たない CA Spectrum レポート ユーザ

には、初回にすべてのモデルへの無制限のレポート アクセスが提供され

ます。 
 

モデルへのアクセス権限がある場合は、解決プロセス中でも、そのモデル

についてレポートできます。 モデルにアクセスできない場合、そのモデ

ルに関するすべての情報（モデルに関する詳細または集合的なモデル値）

が、レポートに反映されません。 
 

詳細については、「CA Spectrum Report Manager インストールおよび管理

ガイド」を参照してください。 
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レポートのグラフィック要素の表示 

CA Spectrum レポートでは、多くのレポートでグラフィック要素を使用し

て、ネットワーク アセットに関する各種の情報を表示できます。 たとえ

ば、頻度、割合、トレンドなどです。 グラフィック要素を使用し、広範

囲の対象者（技術者および非技術者）への報告やプレゼンテーション用の

レポートを生成できます。 

CA Spectrum レポートには、以下のグラフィック要素を表示できます。 

棒グラフ 

CA Spectrum レポートでは、アセットに何らかの問題（アラームなど）が

発生した場合の数量や相対的な頻度、または異なるアセットの比較ランキ

ング（可用性など）のレポート結果を、棒グラフで表示できます。 

アラーム レポートの棒グラフは、特定の期間にアセットの特定のグルー

プに発生したアラームの回数を示します。 グラフにより、グループ内の

各アセットのアラームの回数と割合がわかります。 

円グラフ 

CA Spectrum レポートでは、レポート結果の割合について、パーセンテー

ジによる内訳を円グラフで表示できます。 

たとえば、以下のアセットを円グラフで表示できます。 

■ スイッチ ルータとスイッチが同数の割合 

■ ルータのほうが大きい割合 

■ ネットワーク セグメント内の ping 可能な非特定デバイスの小さな割

合 

折れ線グラフ 

CA Spectrum レポートでは、レスポンス時間レポートの時間経過による連

続データを、折れ線グラフとしてグラフ化できます。 折れ線グラフによ

り、特定の期間における遅延時間の変動を、ミリ秒単位で表示できます。 

色インジケータ 
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CA Spectrum レポートでは、アラーム レポートのアラームの重大度とア

ラーム エントリを、状態の色インジケータで表示できます。 可用性レポー

トのしきい値の準拠レベルを示す場合は、CA Spectrum に固有の色スキー

ムが使用されます。 
 

レポートのスケジュール 

レポートをスケジュールするには、［スケジュール］ウィンドウを使用し

ます。 スケジュールされたレポートを正しく実行するには、［パラメー

タ］ページ上でオプションを選択します。 

次の手順に従ってください： 

1. OneClick にログインします。 

2. OneClick コンソールの［InfoView］タブをクリックします。 

［CA BusinessObjects InfoView］ウィンドウが表示されます。 

3. ［ドキュメント リスト］、［パブリック］フォルダ、［CA レポート］、

［CA Spectrum］の順に選択します。 

CA Spectrum レポートのリストが表示されます。 

4. レポートを選択します。 

5. 右クリックして、［スケジュール］を選択します。 

［スケジュール］ウィンドウが表示されます。 

6. ［パラメータ］をクリックします。 

［パラメータ］ページが表示されます。 
 

［パラメータ］ページは動的で、必要なレポート値に応じて各種の

フィールドが提供されます。 ［パラメータ］ページは、オンデマンド 

レポートを実行する場合も表示されます。 

7. ［パラメータ］ページでパラメータ値を指定し、［パラメータ値の設

定］ボタンをクリックします。 
 

注： ［パラメータ値の設定］を選択しないと、レポートにパラメータ

値が設定されず、スケジュールされたレポートは生成されません。 

8. ［スケジュール］ボタンをクリックします。 

レポートがスケジュールされます。 
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スケジュールされたレポートの表示 

レポートをスケジュールした後、そのレポートのスケジュールされたイン

スタンスを確認することで、スケジュールを確認できます。 

履歴レポートは、すべてのインスタンス、所有しているインスタンス、完

了したインスタンスが表示されるように設定できます。 また、時間によっ

てインスタンスをフィルタリングできます。 

同じオンデマンド レポートから複数のスケジュールされたレポートを作

成した場合は、スケジュールされたレポートのすべてのインスタンスがリ

ストされます。 ［タイトル］列で並べ替えることにより、インスタンス

のリストを整理できます。 
 

次の手順に従ってください： 

1. ［CA BusinessObjects InfoView］ウィンドウに移動します。 

2. ［ドキュメント一覧］、［パブリック フォルダ］、［CA Reports］、

［CA Spectrum］の順に選択します。 

CA Spectrum レポートのリストが表示されます。 

3. レポートを選択します。 

4. 右クリックして、［履歴］を選択します。 
 

［履歴］ウィンドウには、そのレポートに対してスケジュールされた

インスタンスの履歴が表示されます 
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レポートの印刷 

すべてのレポートは、レポート ビュー、重複レポート ビュー、およびレ

ポート サブビューから印刷できます。 印刷のセットアップ処理中に、CA 

Spectrum レポートにより、レポートが PDF ファイルに保存されます。 こ

の PDF ファイルを印刷または保存できます。 

注： レポートを印刷するには、Adobe Acrobat Reader がインストールされて

いる必要があります。 

次の手順に従ってください： 

1. ［CA BusinessObjects InfoView］ウィンドウに移動します。 

2. ［ドキュメント一覧］、［パブリック フォルダ］、［CA Reports］、

［CA Spectrum］の順に選択 します。 

CA Spectrum レポートのリストが表示されます。 

3. 印刷するレポートを選択します。 

4. ［このレポートを印刷］をクリックします（ブラウザの印刷アイコン

は使用しないでください）。 

［PDF に印刷］ウィンドウが開きます。 

5. レポート全体を印刷するには、［全ページ］を選択します。または、

［開始］フィールドと［終了］フィールドにページ範囲を入力します。 
 

6. ［エクスポート］をクリックします。 

［ファイルのダウンロード］ダイアログ ボックスが表示されます。 
 

7. 以下のいずれかの手順を実行します。 

■ すぐにレポートを印刷する場合は、以下の手順に従います。 

a. ［ファイルのダウンロード］ダイアログ ボックスで［開く］を

クリックします。 レポートが、Adobe Acrobat Reader の PDF ファ

イルで開きます。 

b. Adobe Acrobat Reader の印刷オプションを使用して、レポート

を印刷します （Adobe ウィンドウからレポートをコンピュータ

に保存することもできます）。 
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■ レポートを保存して後で印刷する場合は、以下の手順に従います。 

a. ［ファイルのダウンロード］ダイアログ ボックスで［ファイル

の保存］をクリックし、［名前を付けて保存］ウィンドウを表

示します。 

b. デフォルトのファイル名「ReportViewer」に代わるファイル名

を入力して、Adobe Acrobat 文書として保存します。 

レポートが印刷されます。 
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第 4 章： アドホック レポートの生成 
 

このセクションには、以下のトピックが含まれています。 

アドホック レポートの概要 (P. 27) 
 

アドホック レポートの概要 

CA Spectrum アドホック レポートは、独自のレポートを柔軟に定義できる

機能です。 アドホック レポート機能を使用して、次のアドホック レポー

トを生成できます。 

■ 単純なアドホック レポート 

■ 複雑なアドホック レポート 

CA Spectrum アドホック レポートでは、以下の機能を使用して、独自のレ

ポートを定義できます。 

■ データ オブジェクトのカスタム選択 

■ グラフ オプションのカスタム選択 

■ レポート コンポーネントのカスタム レイアウト 
 

カスタム レポートを有効にするために、CA Spectrum レポートは、ユニバー

スと呼ばれる内部的に設計された BusinessObjects メタデータ レイヤを使

用します。 ユニバースは、BusinessObjects によって提供されるデータ抽象

メカニズムで、基盤となるデータ構造を熟知していなくてもデータベース

からデータを検索できます。 アドホック レポートのニーズをサポートす

るために、CA により BusinessObjects Enterprise ソフトウェアに、CA 固有の

ユニバースが展開されています。 
 

アドホック レポートのフォルダ構造 

各主要フォルダ（アセット、イベント、アラーム、アラーム アクティビ

ティ、可用性/停止）内に、プライマリまたはコアのオブジェクト / フィー

ルドがあります。 サブフォルダには、サポート対象のオブジェクトが提

供されます。 
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重要：  各主要コンテンツ フォルダが、レポート開発用の自己完結型リソー

スであると考えてください。 レポートの設計では、1 つの主要コンテンツ

領域（アラームなど）のオブジェクトと別の領域（アセットなど）のオブ

ジェクトを混在させないでください。 異なるコンテンツ領域のオブジェ

クトを混在させると、データベースに対して長時間のクエリが実行されま

す。 

次の図に、アドホック レポートのフォルダ構造を示します。 

 
 

大文字のフィールドは、メジャー コンテンツ フォルダに関連する論理レ

ポート エントリを一意に識別するキーまたはオブジェクトを示します。 

たとえば、イベント レポートのクエリに EVENT KEY オブジェクトを含める

と、レポート結果のセットに一意のイベントが返されます。 
 

各アイコンの説明は、次のとおりです。 

■  ディメンション オブジェクトを示します。 

■  測定オブジェクトを示します。 
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■  条件またはフィルタを示します。 既定の条件を使用すると、効率

的にレポートを開発できます。 

■ *  条件またはフィルタを示します。 レポートの実行時に、詳細情報

に関するダイアログが表示されます。 

■ （x）このフォルダ内に含まれるオブジェクトを示します。 （x）が付

いている別のフォルダのオブジェクトと混在させないでください。 

たとえば、［Device Event Information （x）］フォルダと［Interface Event 

Information （x）］フォルダの両方のオブジェクトを含めると、結果は

生成されません。 1 つのモデルを、同時にデバイスとインターフェー

スの両方にすることはできません。 
 

単純なアドホック レポートの生成 

Web Intelligence を使用して、単純なアドホック アラーム レポートを生成

できます。 Web Intelligence には、CA BusinessObjects InfoView からアクセ

スできます。 

CA Spectrum アドホック レポートを使用する前に、以下の考慮事項を確認

してください。 

■ 効率的に実行されるレポートを作成するには、できる限り、時間フィ

ルタを使用します。 

■ レポートの実行対象となるデータの量を考慮します。 たとえば、1 日

当たり 100 万件のイベントが生成されている場合、年内累積のイベン

ト レポートを実行すると、パフォーマンスがきわめて低下する可能性

があります。 必要なデータが得られる最短の時間フレームを指定して

ください。 
 

次の手順に従ってください： 

1. ［CA BusinessObjects InfoView］ウィンドウにアクセスします。 

2. ［ドキュメント一覧］をクリックします。 
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3. ［新規作成］、［Web Intelligence ドキュメント］をクリックします。 

［Web Intelligence ドキュメント - 新規ドキュメント］ウィンドウが開

き、Business Object ユニバースのリストが表示されます。 

4. ［Spectrum Ad Hoc - MySQL - EN］ユニバース タイプを選択し、新しい 

CA Spectrum アドホック レポート Web Intelligence セッションを起動し

ます。 

Web Intelligence アプリケーションの起動中を示すメッセージが表示さ

れます。 

注： 新しい Web Intelligence セッションを開始するプロセスでは、Java 

アプレットがロードされるまで、数分かかることがあります。 

［Web Intelligence］ウィンドウが表示されます。 データ パネル構造と 

CA Spectrum レポート構造が並列に配置され、以下のノードが表示され

ます。 

■ アセット 

■ イベント 

■ アラーム 

■ アラーム アクティビティ 

■ 可用性/停止 

5. + 符号をクリックすると、フォルダが展開され、そのフォルダのコン

テンツに関連するデータ オブジェクトとフィルタが表示されます。 
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6. ［アラーム］フォルダを展開してオブジェクトを表示します。 

［データ］パネルから［結果オブジェクト］パネルにフィールドをド

ラッグ アンド ドロップします。 

たとえば［アラーム］パネルから［結果オブジェクト］パネルに、製

造元（Manufacturer）オブジェクトとアラーム合計（Total Alarms）オ

ブジェクトをドラッグ アンド ドロップします。 製造元オブジェクト

は、デバイス アラーム情報（Device Alarm Information）サブフォルダ

にあります。 

次の図に、製造元オブジェクトとアラーム合計オブジェクトを［結果

オブジェクト］パネルにドラッグ アンド ドロップするプロセスを示し

ます。 

 
 



アドホック レポートの概要 
 

32  Report Manager ユーザ ガイド 
 

7. フィルタ オプションをドラッグ アンド ドロップします。 

■ 今期年度中に発生したアラームだけを表示するには、アラーム 

データ フィルタ（Alarm Data Filters）サブフォルダを展開します。 

■ アラーム時間フィルタ（Alarm Time Filters）サブフォルダを展開し

ます。 次に、「過去 1 年間（YTD）」フィルタを［クエリ フィル

タ］パネルにドラッグ アンド ドロップします。 
 

8. ［クエリの実行］を選択して、指定したオブジェクトに対するクエリ

を実行します。 

デフォルトのレポート（単純でフォーマットされていないレポート）

の結果を含む、［レポート ビュー］パースペクティブが表示されます。 

次の図は、デバイス製造元によって今期年度中に発生したアラーム数

を示しています。 

 

9. （オプション）使用可能な形式オプション（タイトル、テンプレート

など）を使用して、レポートをートをフォーマットします。 
 

10. ［名前を付けて保存］をクリックして、ドキュメントを［お気に入り］

フォルダに保存します。 （オプション）レポートは、ローカル デスク

トップに保存するか、BOXI Enterprise に発行することもできます。 

単純なアドホック レポートが生成されます。 
 

高度なフォーマットを使用した複雑なアドホック レポートの生成 

シンプルなアドホック レポートを変更することにより、複雑なアドホッ

ク レポートを生成できます。 レポートを詳細にフォーマットすると、よ

り使いやすくなります。 
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次の手順に従ってください： 

1. 生成されているシンプルなアドホック レポートにアクセスします。 

基準レポートには、年度累計のアラーム数がキャプチャされ、デバイ

ス製造元別に並べられます。 
 

2. データを並べ替えるには、並べ替える列のヘッダを選択し、［Sort］

をクリックします。 
 

3. ［Edit Query］を選択します。 

たとえば、レポートをフォーマットするために以下の手順を実行でき

ます。 

1. Alarm フォルダ内にある Severity オブジェクトを［Result Objects］

パネルにドラッグします。 

2. ［Run Query］を選択します。 

3. 変更したクエリを実行します。 

レポート ビューが表示されます。 

レポート クエリに追加された新しい重大度（Severity）フィールド

を含めるためにレポートが更新されます。 

4. Severity オブジェクトをレポート テーブルにドラッグ アンド ドロッ

プします。 

更新されたレポート テーブルに 3 つの列が含まれます。 
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5. 既存のテーブルをクロス集計テーブルに変換し、Severity が Y 軸上に、

製造元が X 軸上に存在するようにするには、Manufacturer （製造元）

列ヘッダをテーブルの上にドラッグします。 

注： クロス集計が作成されていることを示すツールチップが表示され

るまで、列のヘッダを押したままにしてください。 

二次元の配列によって、各製造元のアラーム総数の重大度による内訳

を見ることができます。 また、クロス集計は、デバイス製造元ごとに

アラーム数を比較する場合にも便利です。 
 
 

6. 小計をテーブルに追加するには、以下の手順に従います。 

a. テーブル内のすべてのアラーム カウント セルをハイライト表示

します（行/列のヘッダを選択しないでください）。 

b. ［Sigma］をクリックします。 

c. ［Sum］を選択します。 

クロス集計には製造元および重大度別の小計が含まれます。 
 

7. 棒グラフなど、このデータのグラフ表示を作成するには、次の手順を

実行します。 

a. 既存のクロス集計をコピーするには、クロス集計全体を選択して

右クリックし、［Copy］を選択します。 

b. 既存のクロス集計の下にカーソルを移動し、右クリックして

［Paste］を選択します。 

最初のクロス集計の下に、別の同一のクロス集計が表示されます。 

c. 下部のクロス集計を棒グラフに変換するには、クロス集計全体を

選択して右クリックし、［Turn To］を選択します。 
 

［Turn To］ウィンドウが表示されます。 ［Turn To］ウィンドウに

は複数のタブがあり、各タブが使用可能な異なるグラフ タイプに

対応しています。 

d. ［Bar］タブをクリックし、［Horizontal Stacked］チャート オプショ

ンを選択して［OK］をクリックします。 

クロス集計の下に、フォーマットされていない横棒グラフが直接

表示されます。 
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8. 凡例およびデータ値を追加してレポートの形式を改善するには、次の

手順を実行します。 

a. 凡例を追加するには、チャート全体を選択し、［Data］タブをクリッ

クします。 

b. ［Properties］ボックス内の［Appearance］セクションを展開しま

す。 

c. ［Legend］チェックボックスをクリックします。 

d. データ値を追加するには、［Appearance］セクションおよび

［Values］サブセクション内のチャート全体を選択します。 

e. ［Show data］チェックボックスをクリックします。 

レポートに凡例とデータ値の両方が表示されます。 
 

9. グラフを変更し、アラーム重大度に対して標準の CA Spectrum レポー

トの色付け（赤=重大、オレンジ=メジャー、黄色=マイナー）が適用さ

れるようにするには、以下のテスクを実行します。 

a. ［Appearance］セクションと後続の［Data］セクションで、［Palette］

オプションを選択します。 

b. ［Select Palette］ダイアログで、［Edit Palette］を選択します。 

c. 色（赤、オレンジ、黄色）を選択します。 

d. ［OK］をクリックして色パレットを変更します。 

e. ［OK］をクリックすると、変更したパレットがグラフに適用され

ます。 
 

10. レポートのタイトルを変更するには、デフォルトのタイトル ボックス

をダブルクリックして新しいタイトルを入力します。 

高度なフォーマットを使用した複雑なアドホック レポートが生成さ

れます。 

11. レポート内のデータをドリル ダウンして個別のアラームを表示する

には、［Drill］をクリックします。 

必要とするデータが揃うまで、グラフィック レポートのテーブル レ

ポートまたは棒グラフでフィールドを選択します。 
 





 

第 5 章： WEBI サンプル レポート  37  
 

第 5 章： WEBI サンプル レポート 
 

このセクションには、以下のトピックが含まれています。 

WEBI サンプル レポートの使用 (P. 37) 

Report Manager サンプル（WEBI）レポートの Java エラーの解決 (P. 39) 
 

WEBI サンプル レポートの使用 

CA Spectrum レポートには、Crystal Report に基づく WEBI サンプル レポー

トが含まれています。 この WEBI サンプル レポートで、いくつかの WEBI 機

能を確認できます。 

■ グラフ表示 

■ データ集約機能 
 

■ 各種のレポート レイアウト 

■ クロス集計テーブルとピボット テーブル 
 

WEBI サンプル レポートへのアクセス 

WEBI サンプル レポートは、CA Business Objects InfoView からアクセスして

実行できます。 WEBI サンプル レポートをテンプレートとして使用して、

独自の WEBI ベースのレポートを作成し、関連する CA Spectrum データを

選択できます。 
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次の手順に従ってください： 

1. CA Business Objects InfoView ウィンドウで、［Document List］、［Public 

Folders］、［CA Reports］［CA Spectrum］の順に選択します。 

2. ［Sample WEBI Documents］を選択します。 

使用可能なサンプル WEBI ドキュメント/レポートが表示されます。 

3. レポートをダブルクリックします。 

レポートが表示されます。 

4. 必要に応じて、レポート パラメータ値を選択します。 

5. ［Run Query］をクリックします。 

レポートが表示されます。 
 

WEBI サンプル レポートのコピーおよび編集 

WEBI サンプル レポートをベースとして使用し、コピーおよび編集して、

独自の WEBI レポートを作成できます。 

次の図に、WEBI サンプル レポートを示します。 

 

重要：  WEBI サンプル レポートは直接編集しないことを推奨します。 レ

ポートを別のフォルダにコピーし、そのレポートを編集してください。 
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次の手順に従ってください： 

1. ［パブリック フォルダ］レベルで、［CA Reports］フォルダ階層以外

の場所に、カスタマイズした WEBI レポートを格納するフォルダを作

成します。 

注： ［CA Reports］フォルダ内のコンテンツは製品のアップグレード時

に上書きされる可能性があるので、［パブリック フォルダ］の下の［CA 

Reports］フォルダ階層以外の場所にフォルダを作成することが重要で

す。 詳細については、「CA Business Intelligence 統合ガイド」を参照し

てください。 

2. WEBI サンプル レポートにアクセスします。 
 

3. コピーしたいレポートを選択し、右クリックして、［コピーの編成］

を選択します。 

4. 作成したレポート フォルダを選択し、右クリックして、［貼り付けの

編成］選択します。 

レポートが右側パネルに表示されます。 
 

5. コピーしたレポートをハイライト表示し、右クリックして、［変更］

を選択します。 

［アドホック レポート］パネルが表示されます。 

a. レポートの表示を編集するには、［レポートの編集］をクリック

します。 

b. クエリを編集するには、［クエリの編集］をクリックします。 

［アドホック レポート］パネルには複数の機能が提供されています。 

詳細については、「アドホック レポートの生成 (P. 27)」を参照してく

ださい。 
 

Report Manager サンプル（WEBI）レポートの Java エラーの解決 

症状： 

Report Manager サンプル（WEBI）レポートで Java エラーが発生します。 サ

ンプル レポートを開くと、次のエラー メッセージを表示されます。 

Java が、セキュリティ問題の発生が考えられるアプリケーション・コンポーネントを発見しました。危

険である可能性のあるコンポーネントは実行しないでください。 （推奨） （はい/いいえ） 

［はい］を選択すると、レポートの結果が表示されません。 ［いいえ］

を選択すると、レポートの結果が表示されます。 
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解決方法： 

この問題は、Java 6 Update 17 以上のバージョンがインストールされている 

Windows システム上でブラウザを実行した場合に発生します。 この問題

を解決するには、以下の手順に従います。 

1. ［コントロール パネル］から［Java］を開きます。 

2. ［詳細］タブを選択します。 

3. ［セキュリティ］オプションを展開します。 

4. ［混合コード］オプションを展開します。 

5. ［有効 - 警告を表示せずに、保護をかけて実行する］を選択します。 

Windows 上でレポートが正常に実行されます。 
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